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マクロプロラクチン血症はプロラクチンと抗プロラクチン抗体の複合体が形

成される原因不明の病態である。本研究では、自己免疫疾患である関節リウマ

チ（RA）とマクロプロラクチン血症の関連を調査した。RA 患者 238 名と同年

齢層対照群との比較では、マクロプロラクチン血症の頻度は変わらないものの

プロラクチン濃度は有意に高値であった。RA 患者の中でも活動性指標のひとつ

である MMP-3 血中濃度が高い患者群ではマクロプロラクチン血症の頻度は約

４倍高く、プロラクチンが MMP-3 の基質となることから、MMP-3 による切断

を受けてプロラクチンに対する抗体ができやすくなっている可能性が考えられ

た。プロラクチンの血管新生活性とプロラクチン切断物 Vasoinhibin の血管新

生阻害活性が報告されているが、マクロプロラクチン血症自体が RA の病態を

修飾している可能性もある。本研究は RA とマクロプロラクチン血症の関連を

示した初めての研究であり、学位に値する。 


